
１．はじめに

本研究は，動物介在療法の流れを汲む「動物介在教

育」を通して，「いのち」の大切さ，他者への思いや

り，自然環境への配慮を教えることで，肉体的にも精

神的にも健康な子どもたちを育てることを目的とす

る。具体的には，様々な分野の専門家が研究分担者・

研究協力者として参加する「CoP-AAE：動物介在教

育のための実践コミュニティ」の構築を通して，幼稚

園で実践可能な「子どもたちのための心を育む動物介

在教育プログラム」の開発に取り組む。

「動物介在教育」（Animal Assisted Education：

AAE）とは，生き物を介して，命の大切さや他者へ

の思いやり，自然環境に対する興味，生き物に関する

理科的知識を育む教育のことである。

実践コミュニティ（Community of Practice：CoP）

とは，あるテーマに関する関心や問題，熱意などを共

有し，その分野の知識や技能を，持続的な相互交流を

通じて深めていく人々の自発的な集団のことである。

実践コミュニティの構築を通して，組織あるいは職位

を超えてさまざまな人々が交流することを促し，貴重

な知識を有効に活用し，与えられた課題を組織的に解

決することが可能となる。

２．研究の目的と予備研究について

本研究の目的は，子どもの心と体を育むための効果

的な「動物介在教育プログラム」を開発することであ

る。昨年度（平成21年度）は，「動物介在教育実践コ

ミュニティ」を立ち上げ，「子どもに対する４つの動

物介在教育の実践手法」に関する予備研究を，広島大

学大学院生物圏科学研究科の谷田研究室，広島大学附

属三原幼稚園，広島大学附属幼稚園，広島アニマルケ

ア専門学校，福山平成大学と共同で行った。

本年度は，昨年度と同様に「動物介在教育のための

実践コミュニティ（CoP-AAE）」のメンバーと，「自

然体験を通した教育の実践と効果の検証」「動物の訪

問による命の教育」「動物飼育・世話体験を通した共

感教育」について共同研究を行ったのでその内容につ

いて簡潔に紹介する。

３．方　　法

１）「動物介在教育のための実践コミュニティ（CoP-

AAE）」の平成21年度研究成果報告会の実施

実践コミュニティの全メンバーが広島大学大学院生

物圏科学研究科に集い，平成21年度の研究成果につい

ての報告会を実施するとともに，平成22年度の研究活

動方針について確認することとした（平成22年４月21

日開催）。

２）「動物介在教育・食農教育・環境教育」に関する

保護者向け勉強会の実施

これまでに実践コミュニティのメンバーが行ってき

た研究成果を基に，広島大学附属三原幼稚園において

保護者向けの勉強会を実施した。実践コミュニティの

目標の一つに，「組織あるいは職位を超えてさまざま

な人々が交流することを促し，貴重な知識を有効に活

用する」ことがある。幼児の保護者に対する研究の成

果発表と勉強会を通した交流の場は，実践コミュニテ

ィの重要な役割の一つであると考えられる。
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勉強会では，保護者にとっては馴染みのないと思わ

れる「動物介在教育」を中心に，パワーポイントを用

いてできるだけ平易にその内容を解説した。本勉強会

では，動物介在教育について，保育者だけでなく，保

護者に対しても理解を深めさせることに重点を置いた

（平成22年10月13日開催）。

３）「動物介在教育のための実践コミュニティ（CoP-

AAE）」の平成22年度研究成果中間報告会の実施

本実践コミュニティは，動物介在教育に関する関心

や問題，熱意などを共有し，その分野の知識や技能を，

持続的な相互交流を通じて深めていく人々の自発的な

集団である。その持続的な相互交流の一環として，平

成22年度上半期に実施した研究成果についての中間発

表を，広島アニマルケア専門学校において行った。参

加メンバーは，広島大学大学院生物圏科学研究科谷田

研究室の教員及び学生，福山平成大学子ども学科の教

員及び学生，広島アニマルケア専門学校専攻科の教員

及び学生とした。動物介在教育に関するそれぞれのプ

ロジェクト研究の中間成果を発表するとともに，研究

内容についての討論を行い，メンバーの相互交流を図

ることとした（平成22年10月23日開催）。

４）幼児に対する動物介在教育に関する研究プロジェ

クト

①幼児のための自然体験を通した環境教育に関する共

同研究（広島大学大学院生物圏科学研究科―広島大

学附属三原幼稚園―広島大学附属幼稚園による共同

研究）

「自然」とは，「森や海，川といった，いわゆる野

生生物が生息・生育する空間」を指し，「環境教育」

とは，「持続可能な社会を形成するための教育」と定

義されている（環境教育がわかる事典，2001）。本研

究では，生涯発達の中で様々な側面が急激に発達する

特別な時期であり，人間形成の基盤が作られる幼児期

に，自然を通した環境教育を行う。知識の記憶や理解

だけでなく，体験を組み合わせ，自然を慈しむ心を育

てるとともに，子どもの身体的健康の向上（運動の増

加と質の高い睡眠など）を目指すことで，持続可能な

社会の形成に貢献することを目的とする。

調査は，2010年９月～12月に広島大学附属三原幼稚

園と広島大学附属幼稚園で実施した。調査は，両幼稚

園の幼児（主に５歳児）を対象として，彼らの自然体

験を中心に参与観察するとともに，幼児の手首に３日

間にわたりアクティウオッチをつけてもらい，この機

器によって，幼児の日常生活に影響することなく，運

動量，運動パターン，睡眠時間，睡眠パターンなどを

簡易に計測することが可能であるのかを調査した（図

１）。

②犬の訪問による命の教育―幼稚園に対する犬の訪問

活動を通した動物介在教育に関する共同研究（広島

大学大学院生物圏科学研究科―広島アニマルケア専

門学校）

日常的な自然体験や動物飼育が困難な幼稚園につい

ては，動物の訪問活動による介在教育が自然体験に代

わる教育として効果的であると考えられる。また，近

年は空前のペットブームで，わが国における犬の飼育

頭数も急増しているが，その一方で幼児に対する咬傷

事故も増えていると言われている。そこで本研究では，

昨年度に引き続いて，広島県下の幼稚園に対して犬の

訪問活動を行い，犬との関わりを通した，「子ども達

の心の教育」と「犬との適切な関わり方に関する教育」

を実践したいと考えた。

広島県の私立幼稚園を中心に参加園を募り，希望す

る幼稚園の中から活動条件（１園あたり年長児約30名）

に合った４園を選出した。訪問活動に用いた犬はすべ

て介在教育のための訓練を受けた介在犬で，最大で８

頭の犬が参加した。活動プログラムは，昨年度の活動

の問題点を踏まえて内容を一新し，「介在犬に関する

事前授業用ＤＶＤ映像の作成と幼稚園における上映

会」「犬とのふれあいを中心とした動物介在教育活動」

「犬との運動会を中心とした動物介在教育活動」を各

園に対して定期的に行った。各活動時における園児の

様子（発話を含む）は，ビデオカメラ４台で記録する

とともに，活動後には園児に絵を描かせた。さらに，

活動に用いた犬については，ストレス状態を計測する

ためにバイタルチェックを行った。調査は，2010年４

月～12月までの間に行った。
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図１　アクティウオッチ装着例



③動物飼育・世話体験を通した共感教育に関する共同

研究（広島大学大学院生物圏科学研究科―福山平成

大学）

日常的な自然体験や動物の訪問活動を受け入れる環

境にない幼稚園については，園内における動物飼育に

よって，子ども達の自然体験を補うことが可能である

と考えられる。実際にわが国の幼稚園の飼育動物とし

てはウサギが最も人気が高く，多くの幼稚園において

ウサギが飼育されているが，その飼育管理が適切に行

われているのかは明らかではない。そこでウサギを飼

育している幼稚園２園を対象としてウサギの飼育当番

時の園児と保育者の様子を参与観察すると共に，保育

者の飼育動物に対する意識調査を行った。

調査は，2010年９月～12月に広島県福山市のＡ幼稚

園とＢ幼稚園において実施した。

４．結果及び考察

１）「動物介在教育のための実践コミュニティ（CoP-

AAE）」の平成21年度研究成果報告会の実施

平成21年度は，動物介在教育のための実践コミュニ

ティ（CoP-AAE）の各メンバーが，「動物介在教育プ

ログラム」の開発を目指して，「家畜を介した食農教

育」「生き物を介した自然環境教育」「動物の訪問によ

る命の教育」「動物飼育・世話体験を通した共感教育」

を実施した。その成果を研究成果報告会で発表すると

ともに，内容について討議した。さらに，平成22年度

の共同研究計画について再度見直しを行うとともに，

役割分担を確認した。

幼稚園が動物介在教育を実施する場合，それぞれの

園の環境は様々である。身近に自然が豊かな幼稚園の

ある一方で，都市部では動物を飼育すること自体が困

難な園もある。また，犬などの動物の訪問活動をする

団体が全国に普及しているわけではない。保育者の動

物についての知識には，かなりの差のあることも明ら

かになっている。これらのことから，全国の幼稚園で

動物介在教育を実施するには，様々な環境や条件に応

じた教育プログラム作りが必要であることをメンバー

間で確認した。

２）「動物介在教育・食農教育・環境教育」に関する

保護者向け勉強会の実施

動物介在教育のための実践コミュニティ（CoP-

AAE）のメンバーがこれまでに行ってきた研究成果

を，幼稚園の保護者に還元するために，附属三原幼稚

園の保護者を対象とした「動物介在教育に関する勉強

会」を平成22年10月13日に開催した。勉強会は，主に

研究代表者である谷田がパワーポイントを用いて行っ

た。保護者は，初めて耳にする動物介在教育を始め，

食農教育や環境教育に対しても関心が高く，多くの質

問と感想が寄せられた。また，幼稚園における動物介

在教育の実施を希望する声も高かった。さらに，保護

者からの声には，今後とも園児だけでなく保護者も共

に学ぶ機会を増やしてほしいとの意見もあった。また，

保護者と園児が参加する介在教育などの企画も必要で

あると考えられた。

３）「動物介在教育のための実践コミュニティ（CoP-

AAE）」の平成22年度研究成果中間報告会の実施

動物介在教育のための実践コミュニティのメンバー

が平成22年度に行った研究成果の中間報告会を平成22

年10月23日に広島アニマルケア専門学校において行っ

た。発表は，広島大学，福山平成大学，広島アニマル

ケア専門学校がそれぞれ担当している動物介在教育に

関する研究を中心に行った。①幼児のための自然体験

を通した環境教育に関する共同研究，②犬の訪問によ

る命の教育―幼稚園に対する犬の訪問活動を通した動

物介在教育に関する共同研究，③動物飼育・世話体験

を通した共感教育に関する共同研究の３つの課題の進

捗状況の報告が中心であった。発表後に討議をして，

今後の研究計画の一部について軌道修正した。

特に動物介在教育のための実践コミュニティの中間

報告会は，異なる機関に所属するメンバーが一同に会

し，「動物介在教育」「自然体験」をキーワードとして，

これらの研究に関する意見交換とブレインストーミン

グを行うことで，新たな発見や展望を持つことができ

た。今後，これらの研究成果について学会等で発表す

るとともに，動物介在教育のための実践コミュニティ

のホームページを立ち上げて，研究成果についての情

報提供を行うことが提案された。

４）幼児に対する動物介在教育に関する研究プロジェ

クト

①幼児のための自然体験を通した環境教育に関する共

同研究

附属三原幼稚園では，園庭における植物栽培や動物

飼育などを通して，自然や生き物とのふれあい体験を

実施している。一方，附属幼稚園では，園庭以外に

「自然の森（山）」を有しており，５歳児に対しては週

に１回「森の日」を設け，自然の中での教育を実施し

ている森の幼稚園である。いずれの幼稚園においても

その園環境の特色を生かした教育を実践しているが，

それぞれの保育者の「自然」「環境」「動物」に対する

意識と知識には差があるので，今後，実践コミュニテ

ィを通して開発する予定の教育プログラムを利用する
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ことによって，より効果的な動物介在教育を展開でき

るものと考えられる。

また，今回試験的に用いたアクティウオッチは，幼

児の運動量，運動パターン，睡眠時間，睡眠パターン

を正確に定量化することができたので，今後は，この

機器を導入することで，教育プログラムの効果を客観

的かつ正確に検証するための一手段となると考えられ

た（図２）。ただし，アクティウオッチの長期の装着

は，幼児の負担を考慮すると３日間が限度であると考

えられた。

さらに今回は，幼児に対する参与観察も同時に行っ

たが，今後は自然活動や飼育動物の世話の場面におい

て，動物や生き物を介しての保育者と幼児の関わりに

ついて焦点をあて観察することで，現場の介在教育に

必要な要素を明らかにすることができると思われた。

②犬の訪問による命の教育―幼稚園に対する犬の訪問

活動を通した動物介在教育に関する共同研究

昨年度の犬の訪問活動を通した動物介在教育では，

８園に対してそれぞれ１回ずつの訪問をしたが，１回

きりの訪問では，子ども達にとって一過性のイベント

になってしまい，教育的な効果が低くなってしまう傾

向にあった。そこで今回は，訪問する幼稚園数を８園

から４園に減らし，各園に対して３回ずつ訪問するこ

ととした。また，訪問内容についても昨年度にはなか

った，介在犬に関する事前授業用ＤＶＤの上映会を先

行することで，犬の訪問に対する子ども達のモチベー

ションを高めるとともに，犬に触れる場合の心構えや

約束等についても学ばせることが可能となった。また，

昨年度は，犬とのふれあい活動を中心としたので，訪

問した介在犬に単に触れるという，幼児にとっては受

け身的な交流となってしまった。参加した保育者から

も，もっと犬と体を動かして遊ぶなど，より密な交流

がしたかったという声も聞かれた。しかしながら，介

在犬の観点から子ども達とのふれあいを考えると，長

時間の直接的な接触による交流は犬に大きな負担とな

るため，今回は犬の福祉と幼稚園の希望の両面に配慮

して，身体的な接触を増やす代わりに，介在犬と子ど

も達が体を動かしながら交流のできる運動会（アジリ

ティ）を３回目の訪問プログラムに加えた。その結果，

幼児のプログラムに対する参加意欲と犬に対する関心

は，犬との受け身的なふれあい活動だけの時よりも有

意に高まった。以上のことから，プログラムを工夫す

ることによって，介在犬にストレスをかけずに教育効

果を高めることが可能であることが示唆された。

今後はレクリエーション的側面だけでなく，「生命

尊重の心の育成」「動物愛護（保護）の心の育成」に

ついても効果的に教育できるプログラムを開発・実施

し，子ども達とともに保育者の犬に対する意識を高め

ることが必要であると考えられた。

③動物飼育・世話体験を通した共感教育に関する共同

研究（広島大学大学院生物圏科学研究科―福山平成

大学）

ウサギを飼育している広島県福山市のＡ幼稚園とＢ

幼稚園において調査を実施した。両園の飼育当番時の

ウサギを介した保育者と子どものやり取りを中心に参

与観察を行ったところ，園によってウサギの飼育管理，

取り扱い方，保育者の声かけ，保育者と子ども達のや

り取りには，かなりの差のあることが明らかとなった。

また，飼育方法やウサギの飼育環境は，ウサギの福祉

の観点から見て，必ずしも適切であるとは言えなかっ

た。また，それぞれの保育者のウサギに対する意識と

知識には大きな差が認められたことから，今後はウサ

ギに関するニュースレターなどを保育者に配布するこ

とで，保育者の意識の向上を図り，ウサギの飼育環境

をより適切なものにした上で，ウサギを介した子ども

達の教育を考える必要があると思われた。

５．成果と課題

本研究では，動物介在教育のための実践コミュニテ

ィを通して，各教育機関が共同で研究することによっ

て，様々な動物介在教育の実践とその効果の検証方法

について検討することができた。今後はさらに本研究

を継続するとともに，これらの成果を基に全国の幼稚

園で実践可能なプログラムのレパートリーを増やすこ

とが重要であると考えられた。今後の喫緊の課題とし

ては，これらの教育プログラムの教育効果の検証方法
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の開発である。教育効果については，短期的な教育効

果と長期的な教育効果に分けることができるが，まず

は短期的な教育効果について，子ども達の変化をどの

ように客観的に評価検証（数値的な評価も含む）でき

るのかについて検討することが必要であると考えられ

た。
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